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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月2日(2017.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線周波数（ＲＦ）電力測定用カロリーメータであって、
　ＲＦ入力部に電気的に結合された負荷と；前記ＲＦ入力部は、ＲＦ電源に電気的に結合
されており、
　前記負荷に電気的に結合され、且つ、前記負荷に低周波電力を印加するように構成され
た可変低周波電源と、
　前記負荷に熱的に結合された熱媒体と、
　前記熱媒体に熱的に結合された出口側温度センサと；前記出口側温度センサは、前記負
荷によって加熱される前記熱媒体の温度を測定するように配置されており、
　前記ＲＦ入力部に電気的に結合された前記ＲＦ電源の電力を演算する電気回路とから構
成されており、
　前記電気回路は、前記可変低周波電源の可変バイアスを用いた、前記熱媒体の複数回の
温度測定に基づいて、前記ＲＦ電源の平均電力を決定することを特徴とするＲＦ電力測定
用カロリーメータ。
【請求項２】
　前記熱媒体は、複数の熱媒体流路を通して循環される流体であり、
　前記複数の熱媒体流路を流れる前記熱媒体である前記流体の流量が可変である請求項１
に記載のＲＦ電力測定用カロリーメータ。
【請求項３】
　前記ＲＦ電源の平均電力の決定は、
　前記負荷に対して既知の低周波入力を印加し；前記既知の低周波入力は、所定の電力値
を有しており、
　前記負荷に対して前記既知の低周波入力を印加した後に、前記熱媒体の第１の出力温度
を測定し、
　前記既知の低周波入力を印加している間、前記負荷に対して前記ＲＦ電源を印加し、
　前記既知の低周波入力及び前記ＲＦ電源を印加している間、前記熱媒体の第２の出力温
度を測定し、
　前記出力温度が前記第１の出力温度と実質的に同じになるまで、前記熱媒体の前記出力
温度を測定しながら、前記既知の低周波入力の電力値を減少させ、
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　前記出力温度が前記第１の出力温度と実質的に同じになったときの前記既知の低周波入
力の電力値を決定し、
　前記既知の低周波入力の前記所定の電力値と、前記出力温度が前記第１の出力温度と実
質的に同じになったときの前記既知の低周波入力の電力値の差に基づいて、前記ＲＦ電源
の電力を演算することを含むものである、請求項２に記載のＲＦ電力測定用カロリーメー
タ。
【請求項４】
　前記可変低周波電源は、交流電圧源または直流電圧源である請求項２に記載のＲＦ電力
測定用カロリーメータ。
【請求項５】
　前記複数の熱媒体流路を流れる前記熱媒体である前記流体の流量を変化させるように構
成された、複数の流路からなる流路パス・アレイをさらに備えている請求項２に記載のＲ
Ｆ電力測定用カロリーメータ。
【請求項６】
　前記流路パス・アレイは、複数の流路と連通した流体スイッチを備えており、
　前記流路パス・アレイの前記複数の流路のそれぞれは、異なる長さ、及び／または、水
力直径を有しており、
　前記流路パス・アレイの前記複数の流路のそれぞれは、熱媒体ポンプを有する請求項５
に記載のＲＦ電力測定用カロリーメータ。
【請求項７】
　前記熱媒体は、熱交換器に熱的に結合されており、
　前記出口側温度センサは、ホイートストンブリッジであり、
　約１００μＷから約１００ｍＷまでの電力を測定するように構成されており、
　０Ｈｚに至るまでと１２ＧＨｚを超えた周波数までの電力を測定するように構成されて
いる請求項２に記載のＲＦ電力測定用カロリーメータ。
【請求項８】
　さらに非導電性基板を備えており、
　前記負荷、及び、前記出力センサは、前記非導電性基板にマイクロファブリケーション
されている請求項２に記載のＲＦ電力測定用カロリーメータ。
【請求項９】
　熱媒体と、
　低周波電源とを備えており、
　前記低周波電源の可変バイアスを用いて、前記熱媒体の複数回の温度測定に基づいて、
ＲＦ電源の平均電力を決定するように構成されている、マイクロファブリケーテッド・カ
ロリーメータから構成されたＲＦ電力測定用カロリーメータ。
【請求項１０】
　無線周波数（ＲＦ）電力の測定方法であって、
　ＲＦ入力部に電気的に結合された負荷を用意し、
　前記負荷に熱的に結合された熱媒体を用意し、
　前記負荷に対して、既知の低周波入力を印加し；前記既知の低周波入力は、所定の電力
値を有しており、
　前記負荷に対して前記既知の低周波入力を印加した後に、前記熱媒体の第１の出力温度
を測定し、
　前記既知の低周波入力を印加している間、前記負荷に対して未知のＲＦ入力を印加し、
　前記既知の低周波入力及び前記未知のＲＦ入力を印加している間、前記熱媒体の第２の
出力温度を測定し、
　前記出力温度が前記第１の出力温度と実質的に同じになるまで、前記熱媒体の前記出力
温度を測定しながら、前記既知の低周波入力の電力値を減少させ、
　前記出力温度が前記第１の出力温度と実質的に同じになったときの前記既知の低周波入
力の電力値を決定し、
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　前記既知の低周波入力の前記所定の電力値と、前記出力温度が前記第１の出力温度と実
質的に同じになったときの前記既知の低周波入力の電力値の差に基づいて、前記ＲＦ入力
の電力を演算することを特徴とするＲＦ電力の測定方法。
【請求項１１】
　ＲＦ電力測定用マイクロファブリケーテッド・カロリーメータを用いて実行され、
　前記可変低周波入力は、交流電圧源または直流電圧源である請求項１０に記載のＲＦ電
力の測定方法。
【請求項１２】
　前記熱媒体は、複数の熱媒体流路を通して循環される流体であり、
　前記熱媒体流路を流れる前記熱媒体である前記流体の流量が可変である請求項１１に記
載のＲＦ電力の測定方法。
【請求項１３】
　前記熱媒体流路を流れる前記熱媒体である前記流体の流量を変化させるように構成され
た複数の流路からなる流路パス・アレイをさらに備えている請求項１２に記載のＲＦ電力
測定用カロリーメータ。
【請求項１４】
　前記流路パス・アレイは、複数の流路と連通した流体スイッチを備えており、
　前記流路パス・アレイの前記複数の流路のそれぞれは、異なる長さ、及び／または、水
力直径を有しており、
　前記流路パス・アレイの前記複数の流路のそれぞれは、熱媒体ポンプを有する請求項１
３に記載のＲＦ電力測定用カロリーメータ。
【請求項１５】
　前記熱媒体は、熱交換器に熱的に結合されており、
　前記出力温度は、ホイートストンブリッジ温度センサで取得され、
　前記ＲＦ電力測定用カロリーメータは、約１００μＷから約１００ｍＷまでの電力を測
定するように構成されており、
　前記ＲＦ電力測定用カロリーメータは、０Ｈｚに至るまでと１２ＧＨｚを超えた周波数
までの電力を測定するように構成されている請求項１２に記載のＲＦ電力の測定方法。
【請求項１６】
　前記ＲＦ電力測定用カロリーメータは、さらに非導電性基板を備えており、
　前記負荷、及び、前記出力センサは、前記非導電性基板にマイクロファブリケーション
されている請求項１２に記載のＲＦ電力の測定方法。
【請求項１７】
　無線周波数電力の測定方法であって、
　ＤＣバイアスと組み合わされたＲＦ負荷と熱的に結合された熱媒体の温度を測定する温
度測定器を使用し、平均電力を測定する無線周波数電力の測定方法。
【請求項１８】
　ＤＣバイアスと組み合わされたＲＦ負荷を移動する流体の温度を測定する温度測定器を
使用し、平均電力を測定する請求項１７に記載の無線周波数電力の測定方法。
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